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菜
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3
月
1
日
、
町
内
の
小
中
学
校
７
校
の
学

校
給
食
に
役
立
て
よ
う
と
、
菜
の
花
27
㌔
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

菜
の
花
部
会
は
、
吉
無
田
高
原
野
菜
振
興

会
の
菜
の
生
産
者
14
人
で
、
平
成
21
年
に
設

立
さ
れ
た
組
織
で
す
。
菜
の
花
の
生
産
は
畑

1
・
7
㌶
に
作
付
け
し
て
、
昨
年
の
出
荷
量

は
約
4
・
8
㌧
に
上
り
、
県
内
有
数
の
生
産

　

町
で
は
、辺
田
見
中
道
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
出
土
し
た
遺
物
を
展
示
公
開
し
ま
す
。

　

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
は
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縄
文
土

器
▽
石
錘
▽
石
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▽
土
器
片
錘
▽
須
恵
器
―

な
ど
、約
8
0
0
点
。
そ
の
中
か
ら
、特
に
貴

重
な
遺
物
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

こ
の
御
船
の
地
に
暮
ら
し
た
先
人
の
生
活

の
痕
跡
を
そ
の
目
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
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／
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績
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③
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＝
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／
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▼
第
20
回
熊
日
杯
争
奪
御
船
町
大
会

（
2
月
27
日
／
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
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下
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①
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Ａ
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①
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①
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①
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同
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）
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目指そう
「交通死亡事故ゼロの町」
御船町交通死亡事故
ゼロ継続日数　1048日

寄　

付

善
意
の
輪 催　

し

遺
跡
の
出
土
品
を
展
示
公
開

量
を
誇
り
ま
す
。

　

今
回
、寄
贈
さ
れ
た
菜
の
花
は
3
月
2
日
、

ま
ぜ
ご
飯
や
菜
の
花
和
え
の
学
校
給
食
と
し

て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　

2
月
号
の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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﨑
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﨑
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ボ
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▼
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県
内
で
は
、
平
成
23
年
に
8
人
が
交

通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
御
船

署
管
内
で
は
、
死
亡
事
故
こ
そ
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許

運
転
の
交
通
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

１
月
中
に
、
御
船
署
管
内
で
発
生
し

た
人
身
事
故
で
最
も
多
か
っ
た
も
の

は
、「
追
突
事
故
」
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
追
突
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
注
意
点
を
整
理
し
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❶
車
間
距
離
を
十
分
に
と
る

❷
制
限
速
度
を
必
ず
守
る

❸
先
の
交
通
状
況
を
予
測
す
る

❹
携
帯
電
話
と
脇
見
運
転
は
絶
対
に
し

な
い

❺
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
運
転

❻
通
り
慣
れ
た
道
こ
そ
油
断
大
敵

❼
後
続
車
に
わ
か
る
よ
う
数
回
に
分
け

て
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む

▼ 交通事故発生状況

※累計は1月からの数値です。
※日数と件数は2月末現在です。

交通事故 

人身事故

物損事故 

▼ 犯罪発生状況
　犯罪区分

自販機ねらい

車上ねらい

自転車盗難

オートバイ盗難

詐欺

空き巣

累　計

0件

1件

3件

0件

0件

1件

2月中

0件

1件

2件

0件

0件

0件

累　計

12件

63件

2月中

7件

36件
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そ
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ゲ
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ト
ボ
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大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
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ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

飲
酒
や
無
免
許
運
転
で
事
故

御
船
署
管
内
で
追
突
事
故
が
多
発

辺田見中道遺跡から出土した約4,000年前の並木式土器

菜の花を山本孝二町長に代表で贈呈する
菜の花部会の田上良子さん（左）

せ
い
さ
き
か
ず
ま
さ

せ
い
さ
き
ま
さ
か
ず

ちびっこランナーゴールをめざす

  Ｔ opics

　高木保育園（長野英子園長、63人）のマラソン大
会は2月11日、園庭で開かれ、青空のなかを元気
いっぱいに走りました。大会は、自分のペースで
最後まで走ることを通し、心や体の成長などを願
い、７年ぶりに復活したものです。園児たちは、体
力づくりのために秋から毎日走り続けて迎えた本
番。応援に駆けつけた保護者や地域住民から大き
な声援が飛び交うなか、園児たちは一人も途中リ
タイヤすることなく、自分のペースで最後まで完走。
またひと回り大きく成長した園児たちでした。

城山少年クラブ球児を激励
　御船城山少年野球クラブ（藤本健二監督、26人）
は2月26日、御船町民グラウンドで練習試合中に
だご汁の差し入れがありました。日頃練習に励ん
でいる球児たちに、とらやの店主・福味聡一郎さ
ん（滝川）が激励の意を込めて届けたものです。試
合でお腹を空かせた選手たちは、具だくさんのだ
ご汁に大喜びして、おいしそうにほおばっていま
した。藤本健二監督は「地域で応援してくださる
人がいることに感謝。これからも地域とのつなが
りを大切にしていきたい」と話していました。


